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Abstract 
 
The purpose of this study is to make clear the relationship between creativity in 
dance and creativity in general. For this purpose, expressive ability in movement and 
group-formation were selected from among many elements of creativity in dance. 
Dance creativity scores and general creativity scores of 67 female university students 
18 to 19 years old and not dance specialists were analyzed. Dance creativity scores 
were derived from their dance performances in groups of 5 to 10 members. 
The major findings from factor analysis are as follows: 
1. The high creativity groups scored high in expressing original movements and 
original group-formations. Some of the low creativity groups scored high in 
expressing original group-formations. 
2. The creativity scores of groups receiving high evaluation were not consistently 
high. Their high evaluation was related to the number, depth, and breadth of 
the movements. 
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Ⅰ．目的 
 
ダンスを専門としない一般学生がダンスを創る場合、まず求められるダンス創作能力は
動きを表現する能力だ。松本1)は舞踊学習の四つの分野をA．動きの探求（動きからイメー
ジへ）、B．表現の探求（イメージから動きへ）、C．作品の探求（イメージと動きの構造化）、
D．鑑賞の探求とし、ダンス創作過程の最初に「動きの探求」と「表現の探求」を据えて
いるが、このことからも動きのアイデアを閃かせ、そのイメージに沿って表現する能力が
大事なことが分かる。 
しかし、グループでダンスを創る場合には、動きのみならず並び方2)を表現する能力も必
要となる。 
また、松本による舞踊学習の３段階目の「作品の探究」では、グループ内でコミュニケ
ーションをとる能力も必要となり、イメージやアイデアをメンバー内で伝達したり理解す
る能力や、協調性、リーダーシップなどの社会的能力が求められる。 
これらのダンス創作能力のうち、本研究では、動きや並び方のアイデアを閃かせ、その
イメージに沿って表現する能力に着目する。 
筆者は、一般学生のダンスの体験が創造性に及ぼす影響を研究してきた3)～7)。1年間のダ
ンス学習によって創造性の陶冶が見られた先行研究8)9)を参考にし、短期間でも効果が見ら
れるかを調べるために、週１回の４週間に渡る創作ダンスの体験後の創造性の変化を調査
した所、創造性検査の「思考の速さ」得点や「思考の独自さ」得点の向上が顕著であるこ
とを見出した3)。それに対し、週１回の４週間に渡るエアロビックダンスの体験後には「思
考の深さ」得点の向上が顕著であった5)。このようにエアロビックダンスと比較すると、創
作ダンスは独創的思考能力を陶冶することが確認されたため、次の段階としてダンス創作
能力と独創的思考能力の関係を探った。独創的思考能力得点の平均値が高いグループは、
そうではないグループよりも独創的な動きや並び方を表現するのではないか、という仮説
を立てて関連性を探ったところ、次の二つの結論を見出すことができた7)。 
「第一に、独創的思考能力得点平均値が高いグループは、独創的な並び方を表現する能
力は高いが、独創的な動きを表現する能力が高いとは限らない。第二に、独創的思考能力
得点平均値が低いグループでも印象に残る作品を発表することができる。」 
この結果はＴＣＴ創造性検査10)を用いて導き出されたが､本研究ではＳ-Ａ創造性検査11)
を用いる。ＴＣＴ創造性検査は独創的発想を測ることを中心に据えた創造性検査だが、Ｓ-
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Ａ創造性検査は思考の速さ、広さ、独自さ、深さ、応用力、生産力、空想力を測定し、創
造性の多方面の思考特性を捉えようとしている。この検査の差から導き出される結果に違
いがあるかを比較検討する。また、筆者の先行研究6)7)では不充分であった動きや並び方の
表現能力の得点化の方法を改善させる。 
本研究では、先に述べた筆者の先行研究7)で得られた二つ結論を検証することを主な目的
とし、ダンスを専門としない一般学生に提供するダンス授業のあり方を模索するための資
料とする。 
 
 
Ⅱ．方法 
 
１．実施対象と時期 
 
対象は１年間の必修科目として行われている健康･運動科学実習を受講する女子大学１
年生６７名で、年齢の幅は１８～１９歳である。創作ダンスの実施時期は２０００年９月
～１０月である。 
 
２．実施内容 
 
（１）授業内容 
週１回９０分の授業を４回行なった。１回目では５～10人にグループ分けをし、指導者
の用意した音楽12)を聞き、最低８拍×８の長さの創作をするよう指示し、学生達は音楽か
らイメージする事柄やテーマなどをグループごとに話し会った。２回目は創作活動、３回
目は練習と発表、4回目に発表を撮影したビデオの鑑賞と創造性検査を行なった。 
 
（２）検査内容 
創造性検査は、東京心理発行のＳ-Ａ創造性検査Ａ版を使用した11)。Ａ版はC版を併用す
ることでトレーニング前後の効果を測定することが可能だが、創作ダンスの体験前後の変
化については筆者の先行研究3)において既に確認済みなので、今回は省略して活動後にのみ
創造性検査を行なった。 
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３．分析方法 
 
（１）分類と得点化 
各グループの表現した動きと並び方の分類は、吉川13)の表現運動分類を参考にした。 
動きと並び方の得点化は、Ｓ-Ａ創造性検査の四つの思考特性の評価点算出法、片岡ら14)
のダンス創作能力の得点法、および金子ら15)の身体表現の評価項目を参考にした。 
 
（２）動きの得点化 
動きの数は、位置移動の有無、全身の位置、脚の運び、脚の動き、動きの方向、および
上体の動きにまで分析した動きを１点として数えた。ただし、一つのグループがある動き
を何回繰り返してもその数は１とした。 
動きの広さは、歩く、走る、移動して跳ぶ、回転、膝歩き、倒れる、両足そろえて立つ、
両足肩幅に立つ、足踏み、片足、回転、その場で跳ぶ、座位に分類した脚の基本的動きを
１点として数えた。ただし、一つのグループがある脚の基本的動きを何回繰り返してもそ
の数は１とした。 
動きの独自さは、動きの数で分析したそれぞれの動きに、出現頻度の少ない順から５～
１点を与えて重みづけをした。したがって１グループのみに出現した場合５点、２グルー
プに出現した場合４点、３グループに出現した場合３点、４グループに出現した場合２点、
５グループ以上に出現した場合１点とし、これらの得点化した総和を動きの数で割った得
点を用いた。筆者の先行研究6)7)では重みづけ得点の総和を独創点としたが、動きの数との
相関がかなり高くなったので本研究では動きの数で割る方法を採用した。 
動きの深さは、動きの数を動きの広さで割った得点を用いた。これによって、脚の各基
本的動き毎にどの位バリエーションを掘り下げたかを概算する。 
 
（３）並び方の得点化 
並び方の数は、並び方の変化、方向の変化、変化の詳細にまで分析した並び方を１点と
して数えた。ただし、一つのグループがある並び方を何回繰り返してもその数は１とした。 
並び方の広さは、横２列、円、逆 V字、横４列、縦２列、縦１列、横３列と両側に一人
ずつ、十字形、横１列、斜め１列、V 字に分類した基本的な並び方を１点として数えた。
ただし、一つのグループがある基本的な並び方を何回繰り返してもその数は１とした。 
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並び方の独自さは、動きの独自さの得点化と同様に、並び方の数で分析した各並び方に、
出現頻度の少ない順から２～１点を与えて重みづけをした。したがって１グループにのみ
出現した場合２点、２グループに出現した場合１点とし、これらの得点化した総和を並び
方の数で割った得点を用いた。 
並び方の深さは、並び方の数を並び方の広さで割った得点を用いた。これによって、各
基本的な並び方毎にどの位バリエーションを掘り下げたかを概算する。 
 
（４）データの分析 
これらの動きと並び方を得点化した８項目と、創造性検査７項目の１０段階得点平均値
との関係を示すため、情報を圧縮する試みとして主成分分析を行なった。データは１５評
価項目×８グループとなり、相関行列、共通性算出後、固有値１以上の４成分を抽出し、
成分行列を算出した。また、主成分得点の計算は回帰法を使用した。統計ソフトはＳＰＳ
Ｓを使用した。 
 
 
Ⅲ．結果 
 
１．表現の特徴 
 
（１）動きの出現傾向 
動きを分類した表１～２より、次のような表現の特徴が見られた。 
出現頻度が多く、独自さ得点が１点の動きは、５グループに出現した「両手下で前へ歩
く」で、筆者の先行研究7)でも１点となった。次に出現頻度が多く、独自さ得点が２点の動
きの数は６で、３グループに出現した。その内「両手下で両足そろえて立つ」「両手膝でし
ゃがむ」「両手下で足踏み」は筆者の先行研究6)7)では１点となった。しかし、｢両手下で横
に歩く｣｢両手下でボックスに歩く｣｢両手前に合わせて両足揃えて立つ｣は筆者の先行研究
6)7)では出現頻度は少なかった。 
 
（２）並び方の出現傾向 
並び方を分類した表３より、次のような表現の特徴が見られた。 
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出現頻度が多く、独自さ得点が１点の並び方の数は６で、２グループに出現した。その
内、｢円心を向いて円から小円になる｣｢円心を向いて小円から円になる｣は筆者の先行究6)7)
でも１点となった。残りの「円のまま円心から外に向く」「円のまま外から円心に向く」「円
心を向いて円周を右回り」「正面を向いて縦一列から逆V字になる」は筆者の先行研究6)7)で
は出現頻度は少なかった。さらに筆者の先行研究6)7)では出現頻度が多かったが、今回は出
現頻度の少なかった並び方は「正面向きで横 1列」であった。 
 
表１ 移動の動きの分類 
全身位置 脚の運び 脚の動き 動の方向 上体の動き グループ番号 
立位 歩く  前へ 両手下 1、2、3、6、7 
立位 歩く  前へ 片手上 2 
立位 歩く  前へ 両手をつなぐ 2 
立位 歩く  前へ 両手膝 7 
立位 歩く  後ろへ 両手下 1、8 
立位 歩く  後ろへ 両手をつなぐ 2 
立位 歩く  横へ 両手下 1、2、6 
立位 歩く  横へ 両手をつなぐ 2、6 
立位 歩く  横へ 両腕同じ方向に回す 7 
立位 歩く ボックス 前へ 片手８の字に回す 2 
立位 歩く ボックス 前へ 両手下 1、6、7 
立位 歩く ボックス 前へ 片手ずつ交互に前上横 1 
立位 歩く ボックス 前へ 両手横、肘曲げ、手の平振る 7 
立位 歩く 片足前に踏み込んで戻す 前へ 片手ずつ横へ交互に出す 6 
立位 歩く 片足前に踏み込んで戻す 前へ 両手横、肘曲げ、手の平前 5 
立位 歩く 片足横に踏み込んで戻す 横へ  6 
立位 歩く 片足キック 前へ 両手下に押す 3 
      
立位 走る  前へ 両手下 3、8 
立位 走る  前へ 片手ずつ交互に上横出す 6 
立位 走る ピボットステップ 前へ 片手を上や下で振りまわす 3 
立位 走る ピボットステップ 前へ 片手ずつ横へ交互に出す 5 
立位 走る スキップ 前へ 両手下 5 
立位 走る スキップ 前へ 片手腰片手頭 3 
立位 走る スキップ 前へ 右腕を相手と組む 2 
立位 走る ギャロップ 横へ 両手膝 5 
立位 走る ギャロップ 横へ 両手上から横へまわす 3 
立位 走る トトトンのリズム 横へ 両手上で左右に振る 4 
      
立位 跳ぶ 馬とび 前へ  3、8 
立位 跳ぶ 両足ホップ 前へ 両手下 1 
立位 跳ぶ 両足ホップ 後ろへ 両手下 1 
立位 跳ぶ 片足前でホップ 前へ  1 
      
立位 回転 両足軸 前へ 両手つないで 7 
立位 回転 側転 前へ  7 
      
座位 歩く 片膝床 前へ 両手下 3 
      
臥位 倒れる 側面から床に接する 横へ 床に臥す 4 
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表２ 非移動の動きの分類 
全身位置 脚の動き 上体の動き グループ番号 
立位 両足揃えて立つ 両手上 1、3 
立位 両足揃えて立つ 両手下 1、5、8 
立位 両足揃えて立つ 両手横 7 
立位 両足揃えて立つ 両手上と横へ交互に出す 4 
立位 両足揃えて立つ 両手上から横へまわす 5 
立位 両足揃えて立つ 片手横肘曲げ 2 
立位 両足揃えて立つ 両手横で外側上下、内側肘曲げ 2 
立位 両足揃えて立つ 拍手 1 
立位 両足揃えて立つ 片手ずつ隣と腕組み 3 
立位 両足揃えて立つ 片肘ずつ曲げる 3 
立位 両足揃えて立つ 片手前で屈伸 8 
立位 両足揃えて立つ 両手合わせ前へ 3、7、8 
立位 両足揃えて立つ 片手腰片手頭 3 
立位 両足揃えて立つ 両手をくるくる回す 1 
立位 両足揃えて立ち膝の屈伸 両手上から横へ回す 7 
立位 両足揃えて立ち膝を曲げる 両手交互に前後に振る 8 
立位 両足揃えて立ち膝を曲げる 両手後に振る 8 
立位 両足揃えて立ち腰を左右に振る 両手上で合わせる 6 
立位 両足揃えて立ち腰を左右に振る 両手横 6 
    
立位 両足揃えて立つ 上体前曲げ両手足首 3、8 
立位 両足揃えて立つ 腕を交互に前に回して上体前曲げ 1 
    
立位 両足肩幅に立つ 両手下 8 
立位 両足肩幅に立つ 両手前で合わせ手左右に振る 8 
立位 両足肩幅に立つ 片手上 8 
立位 両足肩幅に立つ 片手横 8 
立位 両足肩幅に立つ 片手で肩をたたく 8 
立位 両足肩幅に立つ 片手を上から下へ回す 8 
立位 両足肩幅に立つ 片手腰片手頭 3 
立位 両足肩幅に立つ 片手腰片手８の字回し 3 
立位 両足肩幅に立つ 片手腰ウエストねじり片手上から肘曲げ 3 
立位 両足肩幅に立つ 片手腰片手頭ウエストねじる 3 
立位 両足肩幅に立つ 片手腰片手上 3 
立位 両足肩幅に立つ 頭下前、両手前後に振る 8 
立位 両足肩幅に立って前後に重心移動 両手くるくる 4 
立位 両足肩幅に立って前後に重心移動 拍手 4、6 
立位 両足肩幅に立って左右に重心移動 両手膝 8 
立位 両足肩幅に立って左右に重心移動 両手交互に前にパンチ 8 
     
立位 足踏み 両手下 1、2、7 
立位 足踏み 両手つなぐ 4 
立位 足踏み 片手ずつ上に 2 
立位 足踏み 片手腰片手頭 3 
    
立位 片足前へキック 両手下 5 
立位 片足横へキック 両手下 5 
立位 片足前後に出す 片手横で肘曲げ 2 
立位 片足で床を払う 片手腰片手頭 3 
立位 片膝前上げ 片手腰片手膝 3 
立位 片膝前上げ 両手横肘曲げ手の平上 5 
立位 片膝前上げ 片手前にパンチ 8 
立位 片膝横上げ 両手横 6 
立位 片足上げて回す 両手下 7 
立位 片足後ろ上げ 両手前で合わせる 8 
立位 片足上げ 片手腰片手上 1 
立位 片足で踏む 片手腰片手上でまわす 3 
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立位 片足軸半回転 両手下 1 
立位 両足軸半回転 両手下 4、8 
立位 両足軸半回転 両腕交互に前へまわす 5 
立位 両足軸１回転 両手下 5 
    
立位 片足前キックホップ 片手パンチ 7 
立位 片足前キックホップ 拍手 7 
立位 かかと床上げるホップ 両手下 7 
立位 片足ホップ 片手足 7 
立位 片足ホップ足踏み 両手下 5 
立位 両足開閉 肘横と下 7 
立位 両足開脚ホップ 両手前後 1 
立位 両足クロスホップ 両手前後 1 
立位 両足開脚ホップ 両手横 1 
立位 両足閉脚ホップ 両手下 1 
立位 片膝上げホップ 両手腰 3 
立位 片脚前ホップ 両手腰 3 
立位 片脚前横後ろ上げホップ 両手腰 1 
    
立位 両足ジャンプ 両手上 7 
    
座位 しゃがむ 両手膝 1、4、6 
座位 しゃがむ 両手上、上体後ろへそらす 4 
座位 片膝 両手下 8 
座位 片膝 両手横 1、7 
座位 片膝 片手上片手横 5 
座位 片膝 両手膝 5 
座位 片膝 両手前で手を合わせる 2 
座位 両尻床 両手膝 4、7 
座位 両尻床 両手上、上体後ろへ倒す 4 
座位 アグラ 両手横 5 
    
臥位   片手上片手床 1、7 
 
表３ 並び方の分類 
並び方と並び方の変化 方向と方向の変化 変化の詳細 グループ 
横３列から横２列へ 正面から正面へ  8 
横３列と両側に１人ずつ 正面から正面へ 
両側の２人は前で交差して互い
の位置へ移動 3 
横３列の両側に１人ずつから
横２列へ 正面から正面へ 
各自それぞれの場所に向かって
移動 3 
    
横２列から横２列へ 正面から正面へ 後列が前列を飛び越す 3 
横２列から横２列へ 正面から正面へ 前後２人組ずつ左右へ移動 3 
横２列から狭い横２列へ 正面から正面へ  7 
横２列から横２列へ 正面から正面へ 前後列反対方向へ横移動 7 
横２列から円へ 正面から円心へ  1 
横２列から逆Ｖ字へ 正面から正面へ 前列後ろへ後列前へ移動 8 
    
円から小円へ 円心から円心へ  1、2 
小円から円へ 円心から円心へ  1、2 
円から円へ 円心から外へ  1、5 
円から円へ 外から円心へ  1、5 
円から円へ 円心から円心へ 右回り 2、6 
円から円へ 円心から円心へ 左回り 2 
円から横４列へ 円心から正面へ 
各自それぞれの場所に向かって
移動 1 
小円から横２列へ 円心から正面へ 
各自それぞれの場所に向かって
移動 2 
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円から縦２列へ 円心から正面へ  4 
円から横３列へ 円心から正面へ  5 
円から縦１列へ 円心から正面へ  6 
    
縦２列から細い縦２列へ 正面から正面へ 内側に集まる 2 
縦２列から逆Ｖ字へ 正面から正面へ  2 
縦２列から縦２列へ 正面から外側へ  4 
縦２列から縦１列へ 外側から正面へ  4 
    
逆Ｖ字から逆Ｖ字へ 正面から後ろへ  8 
逆Ｖ字から逆Ｖ字へ 正面から２人で向き合い ２人ずつ右肩円心で回る 2 
逆Ｖ字から小円へ 正面から円心へ  2 
逆Ｖ字から円へ 正面から円心へ  5 
逆Ｖ字から横１列へ 正面から正面へ  6 
    
Ｖ字から横１列へ 正面から正面へ  7 
Ｖ字からＶ字へ 正面から横へ  7 
    
十字形から十字形へ 中心から２人で向き合い 内側と外側の二人が向かい合う 4 
十字形から円へ ２人で向き合いから円心へ  4 
    
縦１列から縦１列へ 正面から外側へ  8 
縦１列から逆Ｖ字へ 正面から正面へ  5、6 
縦１列から斜め１列へ 正面から正面へ  6 
縦１列から横３列へ 外側から正面へ  8 
    
横１列から円へ 正面から円心へ  6 
横１列から斜め１列へ 正面から正面へ  6 
横１列から横２列へ 正面から正面へ  7 
    
斜め１列から縦１列へ 正面から正面へ  6 
斜め１列から横１列へ 正面から正面へ   6 
 
表 4 主成分分析 
項目 第１主成分 第２主成分 第３主成分 第４主成分 
思考の深さ 0.99       
思考の独自さ 0.98       
思考の広さ 0.98       
思考の速さ 0.97       
生産力 0.93       
空想力 0.92       
応用力 0.87       
動きの数   0.95     
並び方の広さ   -0.9     
動きの深さ   0.87     
動きの広さ   0.86     
並び方の数   -0.74     
並び方の深さ     0.92   
動きの独自さ     -0.68   
並び方の独自さ       0.89 
固有値 6.61 3.98 2.02 1.29 
寄与率 44.04% 26.55% 13.49% 8.58% 
累積寄与率 44.04% 70.58% 84.07% 92.65% 
  創造性高得点 動き数・深さ 並び方深さ 並び方独自さ 
    広さ高得点  高得点 高得点 
 主成分名     ｜   ｜   
    並び方広さ 動き独自さ   
     数高得点  高得点   
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図１　主成分得点散布図
　　　　　　　　　　縦軸：第１主成分
　　　　　　　　　　横軸：第２主成分
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２．主成分分析 
 
固有値１以上の４主成分の負荷量の内、±0.68 以上の項目に着目し、表４に示すように
第１主成分を「創造性高得点」、第２主成分を「動きの数・深さ・広さ高得点―並び方の数・
広さ高得点」、第３主成分を「並び方の深さ高得点―動きの独自さ高得点」、第４主成分を
「並び方の独自さ高得点」と命名した。 
思考の独自さ得点の高いグループは他の創造性の項目においても高得点を示したため、
独創性は独立した軸とはならず、創造性の軸として抽出された。 
図１は第１主成分を縦軸、第２主成分を横軸とし、図２は第３主成分を縦軸、第４主成
分を横軸とした各グループの主成分得点散布図である。 
図１の丸数字は、筆者の主観および学生のアンケートで印象に残った表現を行った高評
価グループだが、いずれも図の右側に分布しており、並び方の数や広さよりも動きの数・
深さ・広さが高評価の鍵となったことがわかる。 
また、図１の上側に分布した４つの創造性高得点グループの中で、印象に残った表現を
行ったのは１グループのみであることから、印象に残る表現をしたグループは創造性が高
いとは限らないことが示された。 
図２の丸数字は図１の上側に分布した創造性高得点グループである。この中で、５番は
図２の左下に分布し、動きの独自さ軸で高得点を示した。一方、３、６、７番は図２の右
側に分布し、さらに、図１において創造性低得点を示した４，８番も、並び方の独自さ軸
で高得点を示した。 
 
３．創作過程と発表 
 
まず、創作過程でのコミュニケーションの取り方を見る。高評価を得たグループの内、
１番はグループ内のまとまりが良くメンバーが熱心に創作に参加していた。３番は経験者
がリーダーシップをとっていた。また、８番は難しい振付けに挑戦するという動機付けが
高く、練習を多くした。高評価を得なかったグループを見ると、２番はアイデアは沢山出
たが意見がなかなかまとまらなかった。４、５番はメンバーに参加意欲の低い者がいた。
６、７番はメンバーのまとまりは良かったが８番と比較すると踊りこみへの動機付けが弱
かった。 
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また、高創造性得点を示したのに高評価を得なかったグループの発表の特徴を見ると、
５番は独創的な動きを多く表現していたが動き方が小さかった。６番は独創的な並び方を
多く表現していたが動きにめりはりが不足していた。７番は動き並び方共に独創的であっ
たが動き方が地味であったことが挙げられる。 
 
 
Ⅳ．考察 
 
出現頻度が多い動きや並び方は、筆者の先行研究6)7)と一致しないものが多く見られたが、
これは、本研究ではケルト音楽からイメージして創る、先行研究では「擬態語と動き」と
いう課題で創る6)、マーチ音楽からイメージして創る7)というように、創作の課題が異なる
ためだと考えられる。しかしながら、「両手下で前に歩く」「円心を向いて円から小円にな
る」「円心を向いて小円から円になる」のように課題が変わっても共通して出現頻度の多い
動きや並び方があることが分かる。これらは、独自さ得点の絶対的な得点化を試みる際に
基準となるだろう。 
主成分分析結果の図 1に示すように、筆者の先行研究7)で得られた第二の結論「独創的思
考能力得点平均値が低いグループでも印象に残る作品を発表することができる。」は本研究
においても採択され、次のように変更される。「印象に残る作品を発表した高評価グループ
は、創造性得点の高低とは関連性が見られず、高評価を得る鍵は動きの数・深さ・広さに
あった。」 
また、主成分分析結果の図２に示すように、筆者の先行研究7)で得られた第一の結論「独
創的思考能力得点平均値が高いグループは、独創的な並び方を表現する能力は高いが、独
創的な動きを表現する能力が高いとは限らない。」は、本研究では次のように訂正される。
「創造性高得点グループは、独創的な並び方あるいは独創的な動きを表現する能力が高い。
しかしながら、創造性低得点グループの中にも独創的な並び方を表現する場合がある。」 
筆者の先行研究6)7)では、独創的思考能力と独創的な並び方を表現する能力の関係のみが
示されたが、今回は、創造性高得点グループは並び方と動きの両方において独自の表現を
する能力の高いことが示された。これは、使用した創造性検査の違いによるものなのか、
動きや並び方を表現する能力の得点化を変えたことによるものなのかは明確ではない。い
ずれにせよ、創造性検査の種類や表現能力の得点化方法が異なっても、創造性は独創的な
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並び方を表現する能力と関連があることが示されたのは大きな収穫と言って良いだろう。 
さらに、創作過程や結果を見ると、高評価を得るには、創造性よりもリーダーシップや
協調性などのグループ内でコミュニケーションを取る能力や、グループ内の動機付けの高
さ、動きの情感やめりはりの付け方の表現能力などが見逃せない要因である。 
 
 
Ⅴ．まとめと今後の課題 
 
本研究では、ダンスを専門としない一般学生のダンス創作能力の中から、動きや並び方
を表現する能力を取り上げて創造性との関連性を探り、次の３つの結果が得られた。 
第一に、創作の課題が異なると表現される動きや並び方は異なる出現傾向を示すが、課
題が変わっても共通して出現頻度の多い動きや並び方もある。 
第二に、創造性高得点グループは並び方の独自さあるいは動きの独自さで高得点を示し
たが、創造性低得点グループの中にも並び方の独自さで高得点を示す場合があった。 
第三に、印象に残る作品を発表した高評価グループは、創造性得点の高低とは関連性が
見られず、高評価を得る鍵は動きの数・深さ・広さにあった。 
これらの結果を一般化するにはさらにデータを増やすことが望まれる。それによって、
能力の相対的な得点化をより絶対的な手法へと移行できるだろう。創造性検査についても
Ｓ-Ａ創造性検査は理科的領域での創造的素質を見出すことを主目的としているので、ダン
スの領域の創造的素質を見落としている可能性もある。したがって、この点についても検
討が必要だろう。 
本研究では、ダンス創作能力の中の動きや並び方を表現する能力と、創造性との関係を
明らかにすることができ、ダンスを専門としない一般学生へ提供するダンス授業の一助と
することができた。 
今後は、グループ内でコミュニケーションを取る能力、動機付け、動きの情感とめりは
りの付け方等の表現能力にも着目してダンス創作能力を分析することが必要であろう。 
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